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猛
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は
じ
め
に
知
ら
れ
る
通
り
、
現
存
す
る
「
金
瓶
梅
」
に
は
、
大
き
-
言
っ
て
1
万
暦
柑
u
丁
巳
年
東
呉
弄
珠
客
の
序
の
あ
る
「
金
瓶
梅
詞
語
」
本
(
以
下
こ
れ
を
「
万
)
暦
本
」
と
称
す
る
)
と
、
二
「
新
刻
繍
像
批
評
金
瓶
梅
」
本
(
こ
の
本
は
、
崇
LHl
(
I
)
禎
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
こ
れ
を
「
崇
田
n
H
一
禎
本
」
と
称
す
る
。
)
、
三
清
朝
に
な
っ
て
張
竹
披
が
批
評
を
加
え
た
本
で
、
1
‾
Ⅶ
柑
柑
H
l
康
配
州
乙
亥
の
年
の
謝
暖
の
序
の
あ
る
「
第
1
奇
書
金
瓶
梅
」
(
以
下
こ
れ
を
「
康
熊
本
」
と
称
す
る
)
の
以
上
三
種
類
の
版
本
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
康
配
州
本
」
は
、
「
崇
禎
本
」
の
本
文
に
張
竹
披
の
批
評
を
加
え
た
本
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
、
基
本
的
に
は
「
康
照
本
」
も
「
崇
禎
本
」
と
同
一
系
統
の
本
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
極
-
大
ざ
っ
ぱ
に
言
う
な
ら
ば
、
現
存
「
金
瓶
梅
」
に
は
「
万
暦
本
」
と
「
崇
禎
本
」
の
両
種
の
版
本
の
み
存
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
万
暦
本
」
は
、
作
中
、
誤
字
・
誤
写
・
桁
文
・
映
文
、
さ
ら
に
は
前
後
の
話
の
脈
落
が
つ
か
な
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
版
本
と
し
て
知
ら
れ
(
ォ
)る
が
、
「
崇
禎
本
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
誤
り
が
大
体
改
め
ら
れ
、
大
変
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
「
崇
禎
本
」
に
筆
を
執
っ
て
こ
の
よ
う
に
改
め
た
人
は
1
体
誰
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
万
暦
本
」
の
作
者
と
と
も
に
、
現
在
に
至
っ
て
も
尚
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
か
っ
て
、
鄭
振
鐸
氏
は
、
あ
る
無
名
の
杭
州
の
文
人
が
「
万
暦
本
」
に
大
斧
誠
を
加
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
(
「
談
『
金
瓶
梅
詞
話
』
」
『
文
学
』
創
刊
号
所
収
、
一
九
三
三
年
)
、
ま
た
最
近
で
は
貴
需
氏
が
、
確
証
は
な
い
が
、
「
三
言
」
の
編
者
で
有
名
な
鳩
夢
龍
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(
「
『
新
刻
繍
像
批
評
金
瓶
梅
』
評
点
初
探
」
「
成
都
大
学
学
報
」
、
1
九
八
三
年
)
.
し
か
し
、
い
ず
れ
も
推
測
に
す
ぎ
な
い
0
1
日
も
早
い
こ
の
改
作
者
が
誰
な
の
か
そ
の
実
姓
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
稿
は
、
「
崇
禎
本
」
各
回
の
冒
頭
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
詩
詞
の
出
典
を
手
懸
り
と
し
て
、
こ
の
改
作
者
の
周
辺
を
探
っ
て
み
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
結
論
か
ら
先
に
言
う
と
、
「
崇
禎
本
」
の
各
回
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
た
詞
の
中
に
、
万
暦
年
間
の
文
人
の
王
程
登
や
鳩
埼
の
作
の
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
改
作
者
は
、
こ
れ
ら
万
暦
の
文
人
集
団
の
う
ち
の
1
人
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
(
人
文
科
学
編
)
第
3
 
3
巻
第
1
号
一
～
十
六
(
一
九
九
二
年
七
月
)
荒
木
猛
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
万
暦
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ぬ
時
期
の
人
で
、
万
暦
の
文
人
の
作
っ
た
詞
を
見
る
こ
と
の
で
き
た
人
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
、
依
然
と
し
て
、
改
作
者
が
誰
な
の
か
を
判
明
し
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
以
上
の
こ
と
が
改
作
者
の
素
姓
を
考
え
る
上
で
の
1
応
の
手
懸
り
に
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
以
下
小
考
を
草
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
「
万
暦
本
」
と
「
崇
禎
本
」
の
相
違
ま
ず
、
「
万
暦
本
」
と
「
崇
禎
本
」
と
の
問
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
を
見
て
お
こ
う
。
凡
そ
、
こ
の
両
版
本
の
問
に
は
、
次
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
。
)
1
、
小
説
の
冒
頭
第
1
回
の
書
き
出
し
が
ま
っ
た
-
違
う
.
「
万
暦
本
」
で
l
u
u
柑
H
l
は
、
ま
ず
武
松
の
虎
退
治
の
話
か
ら
始
ま
る
が
、
「
崇
福
本
」
で
は
、
西
門
慶
が
応
伯
爵
・
謝
希
大
ら
の
遊
び
仲
間
と
義
兄
弟
の
誓
い
を
立
て
る
話
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
E
■
n
u二
、
第
五
十
三
回
・
五
十
四
回
の
大
部
分
が
違
う
。
「
万
暦
本
」
で
は
、
こ
(
の
部
分
で
叙
述
上
大
き
な
混
乱
が
あ
る
が
、
「
崇
禎
本
」
で
は
、
そ
れ
が
大
い
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
l
n
u三
、
「
万
暦
本
」
の
第
八
十
四
回
で
は
、
呉
月
娘
が
泰
山
参
龍
の
帰
り
、
清
n
u
_
柑
H
l
風
山
で
山
賊
の
頭
目
王
英
に
泣
致
さ
れ
、
あ
わ
や
"
手
ご
め
″
さ
れ
そ
う
に
な
る
所
を
、
た
ま
た
ま
そ
の
時
そ
の
山
塞
に
居
合
せ
た
宋
江
に
よ
っ
て
お
し
と
ど
め
ら
れ
事
無
き
を
s
a
t
る
l
投
が
あ
る
が
、
「
崇
損
本
一
で
は
、
こ
の
部
分
二
ま
っ
た
く
削
ら
れ
て
い
る
。
)
四
、
各
回
の
表
題
お
よ
び
各
回
冒
頭
の
詩
詞
が
互
い
に
違
う
。
∨
ハ
(
3
)
五
、
「
万
暦
本
」
で
は
、
山
東
方
言
が
多
い
が
、
「
崇
禎
本
」
で
は
、
そ
れ
-
柑
u
が
削
ら
れ
る
な
ど
し
て
改
め
ら
れ
て
い
る
。
)六
、
「
万
暦
本
」
に
は
、
明
代
の
俗
曲
や
宝
巻
、
長
い
上
奏
文
や
道
士
の
祈
I
"
Ⅶ
t
L
'
-
祷
文
、
食
物
・
着
物
・
芝
居
の
情
景
等
の
丁
寧
な
説
明
、
「
看
官
聴
説
」
以
下
の
作
者
の
読
者
に
対
す
る
語
り
の
言
葉
等
、
様
々
な
も
の
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
崇
禎
本
」
で
は
、
凡
そ
そ
れ
ら
筋
や
話
の
展
開
と
直
接
関
係
が
な
い
よ
う
な
部
分
は
削
り
去
ら
れ
て
い
る
。
以
上
が
、
「
万
暦
本
」
と
「
崇
禎
本
」
と
の
主
な
る
違
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
「
崇
禎
本
」
は
、
「
万
暦
本
」
を
底
本
と
し
て
、
そ
れ
に
手
を
加
え
て
成
っ
た
改
訂
本
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
っ
て
、
現
在
1
部
の
学
者
が
唱
え
る
よ
う
に
、
こ
の
両
版
本
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
o
稿
本
に
基
づ
い
て
で
き
た
別
系
統
の
版
本
で
あ
る
と
は
考
え
に
-
い
。
さ
て
以
上
の
よ
う
な
違
い
は
、
ど
う
し
て
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
崇
禎
本
」
が
「
万
暦
本
」
の
改
訂
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
万
暦
本
」
に
筆
を
加
え
て
「
崇
福
本
」
に
し
た
人
は
、
何
故
こ
の
よ
う
に
改
め
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
万
暦
本
」
の
第
一
回
と
第
八
十
四
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
水
耕
伝
」
)
)
の
巻
二
十
三
と
巻
三
十
二
よ
り
の
借
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
と
三
同
l
旧
柑
川
じ
旬
l
旧
柑
u
の
改
筆
は
、
「
水
耕
伝
」
か
ら
の
影
響
か
ら
脱
し
て
、
「
金
瓶
梅
」
を
、
よ
り
一
つ
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
独
立
し
た
作
品
と
し
て
完
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
)
図
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
の
叙
述
上
の
混
乱
を
改
め
た
1
‾
-
1
相
へ
S
i
d
り
、
五
の
山
東
方
言
等
を
削
る
な
ど
す
る
傾
向
は
、
読
み
物
と
し
て
よ
り
読
同
い
は
H
I
.1川
み
や
す
-
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
出
た
も
の
に
相
違
あ
る
ま
い
。
六
の
傾
向
向
u
一
川
u
l
に
つ
い
て
は
、
故
小
野
忍
氏
の
言
を
借
り
る
な
ら
ば
、
「
総
じ
て
『
詞
話
本
』
(
本
稿
で
い
う
『
万
暦
本
』
)
は
、
戯
作
調
が
強
い
の
で
あ
る
が
、
『
改
訂
本
』
(
本
稿
で
い
う
『
崇
禎
本
』
)
で
は
、
そ
れ
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
写
実
に
近
づ
い
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
『
詞
話
本
』
の
戯
作
調
に
は
棄
て
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
」
(
平
凡
社
販
中
国
古
典
文
学
大
系
「
金
瓶
梅
」
解
説
に
よ
る
)
と
あ
っ
て
「
万
暦
本
」
の
方
が
総
じ
て
「
崇
禎
本
」
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
「
崇
禎
本
」
の
改
作
者
の
意
図
と
し
て
は
、
や
は
り
、
作
中
あ
ま
り
に
長
た
ら
し
い
戯
作
的
個
所
が
あ
っ
た
の
で
は
、
間
延
び
し
て
し
ま
う
と
考
え
、
そ
れ
ら
を
削
っ
た
も
の
で
、
同
じ
く
読
者
の
便
を
考
え
読
み
や
す
く
せ
ん
と
の
意
図
に
で
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
田
n
川
一
さ
て
、
で
は
四
の
改
修
は
、
い
か
な
る
理
由
に
因
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
表
旧
u
題
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
変
え
て
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
例
え
ば
次
の
七
十
二
回
の
よ
う
に
「
万
暦
本
」
で
の
字
数
の
不
揃
い
を
改
め
た
も
の
も
結
構
あ
る
。
(
万
暦
本
)
王
三
宮
拝
西
門
慶
為
義
父
、
応
伯
爵
替
李
銘
解
菟
(
崇
禎
本
)
播
金
蓮
梶
打
如
意
児
、
王
三
宮
義
拝
西
門
慶
と
こ
ろ
が
、
各
回
冒
頭
の
詩
詞
と
な
る
と
、
「
万
暦
本
」
と
「
崇
禎
本
」
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
変
え
て
な
い
の
は
五
、
七
、
十
四
、
十
六
、
二
十
四
、
三
崇
禎
本
「
金
瓶
梅
」
各
回
冒
頭
の
詩
詞
に
つ
い
て
十
九
、
四
十
二
、
五
十
一
の
各
回
に
お
け
る
そ
れ
の
八
例
に
す
ぎ
ず
、
あ
と
の
九
十
二
回
は
す
べ
て
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
い
か
な
る
理
由
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
l
l
、
「
万
暦
本
」
冒
頭
詩
詞
の
特
徴
こ
の
理
由
を
求
め
る
前
に
、
ま
ず
「
万
暦
本
」
に
お
け
る
各
回
冒
頭
詩
詞
の
特
徴
を
見
て
お
こ
う
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
以
下
の
四
点
が
考
え
ら
れ
る
。ま
ず
言
え
る
第
一
の
特
徴
は
、
教
訓
詩
、
人
生
訓
詩
、
格
言
詩
と
見
ら
れ
る
も
の
が
比
較
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
二
、
三
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
(
5
)
]
'
二
十
回
の
冒
頭
詩
在
世
為
人
保
七
旬
世
事
到
頭
終
有
悔
貧
窮
富
貴
天
之
命
不
如
且
放
開
懐
楽
1
3
(釈)
何
労
日
夜
弄
精
神
浮
華
過
眼
恐
非
真
得
失
栄
華
隙
里
塵
莫
使
蒼
然
両
巽
侵
人
の
い
の
ち
も
七
十
年
L
^
E
B
駐
齢
な
さ
る
な
日
ご
と
に
夜
ご
と
何
を
し
た
と
て
悔
い
が
く
る
、
つ
そ
派
手
な
暮
ら
し
も
嘘
の
皮
富
む
も
富
ま
ぬ
も
運
賦
に
天
賦
荒
木
猛
え
い
よ
う
す
き
ま
ち
り
栄
耀
栄
華
は
隙
間
の
塵
さ
い
っ
そ
気
ま
ま
に
楽
し
ん
で
し
ら
が
白
髪
ふ
や
さ
ぬ
算
段
な
さ
れ
二
、
四
十
九
回
の
冒
頭
詩
寛
性
寛
懐
過
幾
年
随
高
随
下
随
縁
過
日
有
自
無
休
歎
息
平
生
衣
禄
随
線
度
人
死
人
生
在
眼
前
或
長
或
短
莫
埋
怨
家
貧
家
富
練
由
天
1
日
清
閑
1
日
仙
(訳)
浮
世
幾
年
ゆ
っ
た
り
暮
ら
せ
死
ぬ
も
生
き
る
も
つ
い
目
の
先
よ
う
ん
ぷ
高
い
も
低
い
も
運
賦
に
ま
か
せ
短
い
長
い
で
泣
き
ご
と
い
う
な
た
め
い
き
有
っ
て
も
無
く
て
も
溜
息
つ
く
な
富
む
も
貧
乏
も
お
天
道
し
だ
い
着
も
の
食
べ
も
の
み
な
緑
の
も
の
の
ん
び
り
暮
ら
せ
ば
そ
の
日
が
仙
人
こ
の
外
に
も
、
こ
れ
に
類
し
た
教
訓
的
詩
詞
を
各
回
の
冒
頭
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
少
な
-
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
金
瓶
梅
」
と
い
う
こ
の
小
説
し
っ
よ
う
に
は
、
性
行
為
に
関
す
る
描
写
が
頻
繁
か
つ
執
粉
に
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
四
故
に
、
久
し
い
間
、
「
淫
書
」
と
冒
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
小
説
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
欲
望
を
否
定
し
、
道
家
的
人
生
哲
理
を
鼓
吹
し
よ
う
と
す
る
が
如
き
詩
詞
は
、
1
見
し
て
大
変
な
矛
盾
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
人
間
と
は
、
本
来
矛
盾
に
満
ち
た
存
在
な
の
で
あ
る
。
時
に
は
欲
望
を
肯
定
し
て
い
な
が
ら
、
ま
た
時
に
は
こ
れ
を
嫌
悪
す
る
も
の
で
あ
る
。
誠
に
「
万
暦
本
」
冒
頭
に
あ
る
欣
々
子
の
序
に
言
う
「
房
中
の
事
の
如
に
く
き
は
、
人
皆
之
を
好
み
、
人
皆
之
を
悪
む
」
は
、
蓋
し
至
言
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
こ
の
「
万
暦
本
」
の
作
者
の
場
合
は
、
や
や
特
異
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
察
す
る
に
、
こ
の
人
は
元
来
欲
望
の
強
い
人
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
そ
の
欲
望
の
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
、
心
の
安
寧
は
到
底
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
た
人
に
ち
が
い
な
い
。
「
万
暦
本
」
の
各
回
冒
頭
詩
詞
の
特
徴
の
二
は
、
「
金
瓶
梅
」
に
先
行
す
る
「
話
本
」
や
「
小
説
」
か
ら
の
引
用
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
、
「
水
耕
伝
」
か
ら
の
引
用
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿
「
『
話
本
』
と
『
金
瓶
梅
』
」
(
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
第
三
十
巻
第
二
号
)
で
指
摘
い
と
し
た
が
、
今
、
重
複
を
厭
わ
ず
に
再
び
掲
げ
る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
1
回
「
丈
夫
隻
手
把
呉
鈎
・
・
・
-
」
(
眼
児
婚
詞
)
「
清
平
山
堂
話
本
」
″
別
項
鴛
鴬
会
"
三
回
「
色
不
迷
入
入
日
迷
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
(
類
似
)
「
水
前
伝
」
二
十
一
回
四
回
「
酒
色
多
能
憤
国
邦
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
水
薪
伝
」
二
十
四
回
五
回
「
参
透
風
流
二
字
禅
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
水
耕
伝
」
二
十
六
回
「
古
今
小
説
」
巻
三
・
同
巻
三
十
八
。
六
回
「
可
怪
狂
夫
恋
野
花
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
水
耕
伝
」
二
十
五
回
九
回
「
色
胆
如
天
不
自
由
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
(
類
似
)
「
水
耕
伝
」
二
十
六
回
十
回
「
朝
看
玲
伽
経
-
-
」
(
五
律
詩
)
-
-
「
水
耕
伝
」
四
十
五
回
、
「
古
今
小
説
」
巻
三
十
四
十
八
回
「
堪
嘆
人
生
毒
似
蛇
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
水
耕
伝
」
五
十
三
回
十
九
回
、
九
十
四
回
「
花
開
不
択
貧
家
地
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
水
耕
伝
」
三
十
三
回
二
十
回
・
九
十
七
回
「
在
世
為
人
保
七
旬
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
水
潜
伝
」
七
回
二
十
七
回
「
頭
上
青
天
自
任
欺
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
水
耕
伝
」
八
回
三
十
回
「
得
失
栄
枯
槻
是
閑
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
大
唐
秦
王
詞
話
」
十
八
回
四
十
六
回
「
帝
里
元
宵
、
風
光
好
-
-
」
(
詞
)
-
-
「
大
宋
宣
和
通
事
」
前
集
七
十
二
回
「
寒
暑
相
推
春
復
秋
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
大
唐
秦
王
詞
話
」
十
二
回
七
十
五
回
「
万
里
新
墳
尽
十
年
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
古
今
小
説
」
巻
崇
禎
本
「
金
瓶
梅
」
各
回
冒
頭
の
詩
詞
に
つ
い
て
二
十
九
八
十
七
回
「
平
生
作
善
天
加
福
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
水
耕
伝
」
二
十
七
回
八
十
八
回
「
上
臨
之
以
天
望
・
・
・
-
」
(
六
言
詩
)
-
・
・
・
「
水
耕
伝
」
三
十
六
回
八
十
九
回
「
風
梯
姻
龍
綿
肺
揚
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
水
耕
伝
」
三
回
九
十
二
回
「
暑
往
寒
来
春
復
秋
-
-
」
(
七
律
詩
)
-
-
「
水
着
伝
」
三
回
九
十
九
回
「
一
切
詩
煩
悩
-
-
」
(
五
律
詩
)
・
-
・
・
「
水
前
伝
」
三
十
回
こ
の
よ
う
に
、
「
万
暦
本
」
各
回
の
冒
頭
詩
詞
に
「
水
耕
伝
」
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
は
、
「
万
暦
本
」
が
プ
ロ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
、
文
辞
に
お
い
て
も
E
B
B
「
水
耕
伝
」
に
深
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。
「
万
暦
本
」
各
回
の
冒
頭
詩
詞
に
お
け
る
特
徴
の
三
は
、
同
じ
な
い
し
類
似
の
詩
詞
を
再
三
使
う
こ
と
の
あ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
十
九
回
の
次
の
七
言
律
詩
は
、
す
で
に
挙
げ
た
よ
う
に
九
十
四
回
冒
頭
に
も
使
わ
れ
て
い
る
外
に
、
四
十
八
回
末
に
も
類
似
の
詩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
花
開
不
択
貧
家
地
世
間
只
有
人
心
ダ
痴
聾
痔
唖
家
豪
富
年
月
日
時
該
載
定
(訳)
月
照
山
河
処
処
明
百
事
還
教
天
養
人
伶
例
聡
明
却
受
貧
算
来
由
命
不
由
人
宜
し
き
家
に
も
花
は
咲
き
義
荒
木
猛
山
に
も
川
に
も
月
は
照
る
人
の
心
が
わ
る
い
だ
け
こ
れ
も
や
っ
ぱ
り
天
の
わ
ざ
の
ろ
ま
の
家
は
栄
え
て
も
か
し
こ
い
人
は
ぴ
ん
ぼ
す
る
生
ま
れ
た
月
日
で
万
事
が
き
ま
り
よ
ろ
ず
何
事
運
次
第
同
様
の
例
と
し
て
は
、
十
三
回
の
七
言
律
詩
は
、
八
十
六
回
冒
頭
に
再
度
用
い
ら
れ
、
十
七
回
の
七
言
詩
は
、
八
十
二
回
冒
頭
に
類
似
詩
を
、
ま
た
十
三
回
末
に
も
類
似
詩
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
二
十
回
冒
頭
の
七
律
詩
は
、
九
十
七
回
に
再
度
用
い
ら
れ
、
二
十
二
回
冒
頭
の
七
律
詩
も
、
や
は
り
七
十
三
回
に
再
び
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
き
の
先
行
小
説
(
特
に
「
水
耕
伝
」
)
か
ら
の
詩
詞
の
借
用
と
い
い
、
こ
の
同
じ
詩
詞
の
重
複
使
用
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
み
な
こ
の
小
説
製
作
上
に
お
け
る
、
あ
る
種
の
安
直
さ
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
と
に
、
七
十
九
回
以
降
に
詩
詞
の
重
複
使
用
の
目
立
つ
の
は
、
叙
述
の
点
に
お
い
て
も
、
こ
の
回
を
境
と
し
て
に
わ
か
に
簡
略
か
つ
粗
雑
に
な
っ
て
い
る
点
と
を
考
え
合
わ
す
な
ら
ば
、
こ
の
回
以
前
と
そ
れ
以
降
と
で
は
作
者
を
異
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
別
に
稿
を
立
て
て
論
ず
る
つ
も
り
な
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
深
入
り
は
し
な
い
。
「
万
暦
本
」
各
回
の
冒
頭
詩
詞
の
特
徴
の
四
は
、
往
々
の
内
容
が
莫
然
と
し
六
て
い
て
、
そ
の
回
の
内
容
と
の
関
係
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
も
の
の
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
詩
が
、
そ
う
で
あ
る
。
次
の
四
十
七
回
冒
頭
の
七
言
律
風
擁
狂
潤
浪
正
顛
離
鳴
叫
切
寒
雲
外
詩
思
有
添
池
草
緑ママ
意
虚
細
数
推
知
巳
(訳)
旅
寝
の
枕
は
波
の
上
孤
舟
斜
泊
抱
愁
眠
駅
鼓
清
分
旅
夢
辺
河
船
天
約
晩
潮
昇
惟
有
故
人
月
在
天
し
ば
し
船
と
め
ま
ど
ろ
め
ば
雲
を
つ
ん
ざ
く
鳥
の
声
夢
に
ド
ロ
ロ
ン
時
太
鼓
岸
辺
の
縁
日
に
し
み
て
暮
れ
り
ゃ
夕
潮
あ
げ
て
来
る
て
ん
が
い
身
は
天
涯
の
孤
客
に
て
し
る
べ
は
ひ
と
り
お
月
さ
ま
こ
の
詩
は
、
旅
に
あ
っ
て
心
細
い
旅
人
の
気
持
を
詠
ん
だ
詩
と
思
わ
れ
る
す
な
わ
が
、
こ
の
四
十
七
回
の
内
容
、
即
ち
、
首
天
秀
殺
害
事
件
と
は
直
接
に
は
な
ん
ら
関
係
が
な
い
。
し
か
し
、
苗
天
秀
が
ど
こ
で
殺
さ
れ
た
か
を
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
が
仕
官
を
求
め
て
上
京
す
る
途
中
、
旅
先
で
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
「
万
暦
本
」
の
作
者
は
、
こ
の
旅
に
因
ん
で
こ
の
回
の
冒
け
ん
き
ょ
う
ふ
頭
に
こ
の
詩
を
掲
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
さ
さ
か
牽
強
附
か
い
う
ら
会
の
憾
み
な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
七
十
回
冒
頭
の
詩
は
、
辺
基
の
情
景
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
回
は
西
門
慶
が
昇
進
謝
恩
の
ち
な
為
上
京
す
る
の
で
、
や
は
り
旅
に
因
ん
で
掲
げ
た
詩
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
八
十
九
回
や
九
十
八
回
の
冒
頭
詩
詞
は
、
そ
の
回
に
描
か
れ
た
時
節
に
因
む
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
六
十
八
回
の
七
律
詩
は
、
孟
昭
連
氏
に
よ
(
7
)
れ
ば
、
李
瓶
児
の
死
を
暗
職
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
回
と
の
関
係
が
大
変
分
か
り
づ
ら
い
。
「
万
暦
本
」
各
回
の
冒
頭
詩
詞
に
お
け
る
特
徴
は
、
凡
そ
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
三
、
冒
頭
詩
詞
に
お
け
る
両
版
本
の
相
違
で
は
、
こ
れ
ら
「
万
暦
本
」
各
回
の
冒
頭
詩
詞
が
「
崇
禎
本
」
で
は
ど
う
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
に
関
し
て
、
二
、
三
の
実
例
に
つ
き
、
こ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
三
十
1
回
は
、
西
門
慶
が
初
め
て
提
刑
官
と
い
う
役
人
に
な
り
、
か
つ
宿
願
の
1
子
を
儲
け
る
と
い
う
前
回
を
う
け
て
の
段
で
あ
る
が
、
こ
の
回
の
「
万
暦
本
」
の
冒
頭
詩
詞
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
家
富
自
然
身
貴
逢
人
必
譲
居
先
貧
寒
敢
仰
上
官
憐
彼
此
都
看
銭
面
婚
嫁
専
尋
勢
要
通
財
遊
結
豪
英
崇
禎
本
「
金
瓶
梅
」
各
回
冒
頭
の
詩
詞
に
つ
い
て
不
知
興
廃
在
心
田
只
弄
眼
前
知
見
(釈)
富
め
ば
自
然
に
地
位
も
で
き
人
も
か
な
ら
ず
先
を
ば
譲
る
貧
者
は
目
上
に
情
け
を
仰
ぎ
誰
で
も
彼
で
も
お
金
で
動
く
お
嫁
に
い
く
な
ら
幅
利
く
人
に
金
を
ま
く
な
ら
お
え
ら
い
方
に
浮
く
も
沈
む
も
お
心
次
第
け
れ
ど
目
先
を
あ
て
に
す
る
こ
の
詩
の
内
容
は
、
所
謂
「
浮
世
の
人
情
、
金
次
第
」
と
い
う
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
回
の
内
容
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
詩
は
、
今
や
お
金
の
外
に
地
位
ま
で
で
き
た
西
門
慶
の
1
子
宮
轟
の
生
後
7
ケ
月
の
祝
い
に
西
門
邸
に
か
け
つ
け
た
幾
多
の
武
官
や
宙
官
達
を
噸
笑
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
同
じ
回
の
「
崇
禎
本
」
に
お
け
る
冒
頭
詩
詞
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
言
う
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
幽
情
憐
独
夜
欲
使
春
心
酔
濃
番
猶
帯
麻
美
醒
沈
酎
恨
花
事
復
相
催
先
教
玉
友
来
紅
牽
漸
分
艦
朝
雲
逐
夢
回
七
荒
木
(釈)
1
人
寝
の
わ
び
し
き
思
い
花
だ
よ
り
相
継
ぎ
や
ま
ず
わ
が
心
酔
ほ
ん
と
す
れ
ど
か
の
君
の
い
ず
こ
に
あ
り
や
漉
き
香
い
た
く
か
お
り
て
は
お頬
は
火
照
り
慕
い
か
つ
恋
う
め
ぐ
り
あ
い
恨
み
を
伝
え
ど
そ
の
夢
の
醒
め
し
苦
し
さ
よ
1
読
し
て
、
孤
閏
の
情
を
述
べ
た
詩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
1
体
誰
の
憎
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
回
の
内
容
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
直
ち
に
播
金
蓮
の
立
場
に
立
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
李
瓶
児
が
1
子
官
軍
を
産
ん
で
か
ら
と
い
う
も
の
、
西
門
慶
は
金
蓮
か
ら
遠
ざ
か
り
、
瓶
児
の
も
と
に
ば
か
り
に
行
-
、
そ
こ
で
、
金
蓮
は
空
間
に
嘆
く
の
で
あ
る
。
こ
の
例
で
も
わ
か
る
通
り
、
「
万
暦
本
」
の
冒
頭
詩
詞
が
、
道
家
的
人
生
哲
学
や
教
訓
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
「
崇
禎
本
」
の
そ
れ
は
、
人
間
の
心
情
、
特
に
女
性
の
空
間
の
情
を
詠
ん
だ
も
の
が
多
く
、
そ
う
し
た
も
の
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
今
1
例
見
て
み
た
い
0
第
十
五
回
の
冒
頭
詩
詞
は
「
万
暦
本
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
墜
西
山
月
出
東
百
年
光
景
似
瓢
蓬
l
＼iZI
点
頭
穐
羨
朱
顔
子
転
眼
翻
為
白
髪
翁
易
老
君
華
休
浪
度
撤
天
富
貴
等
雲
空
不
如
且
討
紅
裾
趣
依
翠
偵
紅
院
宇
中
(訳)
西
に
日
が
入
り
ゃ
東
に
月
と
め
ぐ
る
月
日
も
夢
う
つ
つ
若
い
若
い
と
い
っ
て
る
う
ち
に
し
ら
が
じ
い
い
つ
か
白
髪
の
お
爺
さ
ん
し
ぼ
む
花
な
ら
盛
り
を
惜
し
め
a溜
め
た
お
金
が
何
に
な
る
ど
う
せ
浮
世
よ
色
香
を
も
と
め
廓
遊
び
と
い
く
が
よ
い
こ
の
回
の
後
半
に
、
西
門
慶
が
応
伯
爵
ら
取
り
巻
き
連
中
と
一
緒
に
廓
に
い
っ
て
遊
ぶ
段
が
あ
る
の
で
、
こ
の
詩
の
う
ち
の
お
し
ま
い
の
二
句
が
、
こ
れ
と
関
連
す
る
。
し
か
し
、
全
体
の
内
容
は
、
や
は
り
″
無
常
迅
速
"
な
る
人
生
哲
理
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
崇
禎
本
」
の
方
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
楼
上
多
橋
艶
争
弄
遊
春
暗
転
態
結
紅
裾
留
賓
乍
梯
絃
当
薗
井
三
五
相
逝
開
紡
戸
含
矯
入
翠
羽
托
意
時
移
柱
(訳)
二
階
に
居
並
ぶ
椅
麗
ど
こ
三
三
五
五
と
窓
に
侍
り
春
の
小
路
を
浮
か
れ
て
来
た
客
を
さ
ぁ
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
招
じ
入
る
べ
に
も
す
そ
今
日
め
か
し
て
紅
の
裳
を
つ
け
ま
愛
嬢
振
り
撒
き
青
い
羽
根
の
マ
ン
ト
を
か
ぶ
る
客
を
留
め
ん
と
爪
弾
く
琴
の
ね
じ
め
の
調
整
の
べ
っ
た
の
む
か
な
こ
れ
は
、
こ
の
回
の
前
半
に
お
い
て
、
月
娘
ら
西
門
慶
の
妻
妾
ら
が
、
李
瓶
児
の
家
で
、
元
宵
節
の
燈
龍
見
物
を
行
う
一
段
に
因
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
に
、
「
万
暦
本
」
の
詩
詞
に
は
人
生
観
を
込
め
た
も
の
が
多
く
、
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
内
容
も
時
に
は
大
き
す
ぎ
て
、
や
や
も
す
れ
ば
当
該
の
回
の
内
容
と
の
関
係
が
薄
く
な
り
が
ち
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、
「
崇
禎
本
」
で
は
、
で
き
る
だ
け
回
の
内
容
に
即
し
た
も
の
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
で
は
、
こ
れ
ら
以
外
の
回
で
は
ど
の
よ
う
に
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
こ
れ
を
、
そ
の
詩
詞
が
当
該
の
回
の
内
容
と
関
係
の
あ
る
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
教
訓
的
で
あ
る
か
ど
う
か
、
更
に
は
詩
か
そ
れ
と
も
詞
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
こ
の
両
版
本
の
相
違
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
の
が
、
次
の
表
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
に
は
そ
の
詩
詞
が
当
該
の
崇
禎
本
「
金
瓶
梅
」
各
回
冒
頭
の
詩
詞
に
つ
い
て
回
の
内
容
と
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
判
断
に
苦
し
む
も
の
も
少
な
-
な
か
っ
た
が
、
1
応
こ
こ
で
は
、
牽
強
附
会
と
思
え
る
も
の
で
も
す
べ
て
関
係
あ
り
と
し
た
。
尚
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
回
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
a
、
「
万
暦
本
」
と
「
崇
禎
本
」
が
同
じ
・
o
^
*
r
-
i
*
^
-
.
*
c
>
O
C
O
^
L
O
八
例
b
、
「
万
暦
本
」
教
訓
的
な
詩
1
「
崇
禎
本
」
そ
の
回
の
内
容
に
即
し
た
詩
C
O
.
0
-
o
i
S
c
D
.
C
D
.
t
-
.
0
0
.
0
.
C
S
J
.
O
O
.
^
.
1
0
.
C
X
D
.
H
.
.
N
C
O
M
O
O
O
3
0
)
O
)
C
D
O
)
0
2
r
i
-
・
十
五
例
C
、
「
万
暦
本
」
教
訓
的
な
詩
1
「
崇
禎
本
」
そ
の
回
の
内
容
に
即
し
た
詞
C
O
.
O
.
C
v
J
.
C
D
.
0
.
0
5
.
C
O
.
0
5
.
t
-
.
h
'
n
N
I
N
C
O
^
1
h
V
(
3
5
-
・
・
九
例
d
、
「
万
暦
本
」
教
訓
的
な
詩
-
「
崇
禎
本
」
そ
の
回
の
内
容
と
無
関
係
の
詩
詞
c
o
.
c
o
.
。
O
.
i
n
.
T
-
サ
.
c
o
^
^
t
^
-
0
3
甲
六
例
e
、
「
万
暦
本
」
そ
の
回
の
内
容
と
無
関
係
の
詩
I
「
崇
禎
本
」
そ
の
回
の
内
容
に
即
し
た
詩
詞
C
D
.
0
-
.
・
"
*
.
C
D
.
C
D
.
O
.
i
-
H
.
L
O
.
C
D
.
n
m
^
i
d
c
d
h
t
>
-
O
O
C
D
-
・
・
九
例
-
、
「
万
暦
本
」
そ
の
回
の
内
容
に
即
し
た
詩
詞
1
「
崇
禎
本
」
そ
の
回
の
内
容
と
無
関
係
の
詩
詞
・
<
N
<
M
甲
四
例
g
、
「
万
暦
本
」
も
「
崇
禎
本
」
も
そ
の
回
に
即
し
た
詩
詞
-
.
N
.
^
.
C
D
.
O
O
.
O
S
.
J
S
-
^
-
S
-
a
-
S
-
S
-
S
-
S
'
S
-
S
-
九
荒
木
十
甲
O
O
.
0
.
'
-
i
.
C
D
.
h
-
.
0
.
0
0
.
C
O
.
L
O
.
C
D
.
0
-
.
0
0
.
0
.
'
-
H
o
o
^
^
T
j
<
^
i
n
L
O
L
O
L
O
L
L
O
L
O
C
D
c
M
.
。
O
.
^
t
H
.
L
O
.
t
^
.
C
X
>
.
t
>
-
.
0
0
.
'
-
i
C
O
.
0
0
.
x
F
c
D
C
D
C
D
C
D
C
D
C
D
t
>
-
t
-
0
0
0
0
0
0
0
0
甲
-
‥
四
十
四
t
日
日
一
伊h
、
「
万
暦
本
」
も
「
崇
禎
本
」
も
そ
の
回
の
内
容
と
無
関
係
の
詩
詞
L
O
.
^
.
0
0
.
0
0
.
^
f
.
^
L
O
C
D
t
>
t
^
-
・
・
五
例
E
i
i
d
こ
れ
に
よ
っ
て
も
分
か
る
通
り
、
「
崇
禎
本
」
で
は
、
ま
ず
、
一
教
訓
的
な
1
'
-
は
u
田
n
川
一
詩
詞
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。
二
で
き
る
だ
け
、
そ
の
回
の
内
容
l
l
柑
M
l
に
即
し
た
も
の
に
改
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
が
分
か
る
。
で
は
詩
と
詞
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
「
万
暦
本
」
は
、
詩
(
格
言
を
含
む
)
九
十
八
首
、
詞
二
首
な
の
に
対
し
、
「
崇
禎
本
」
で
は
、
詩
五
十
二
首
、
詞
四
十
八
首
、
と
圧
倒
的
に
「
崇
禎
本
」
に
お
い
て
詞
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
そ
の
詞
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
閏
房
の
情
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
恐
ら
く
作
者
と
改
作
者
の
好
み
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
ま
で
の
所
、
作
者
も
改
作
者
も
ま
だ
不
明
で
あ
り
、
可
能
性
と
し
て
は
作
者
と
改
作
者
が
同
1
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
冒
頭
詩
詞
に
関
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
道
家
的
人
生
訓
の
好
き
な
「
万
暦
本
」
の
作
者
と
、
孤
閏
の
憎
を
内
容
と
す
る
詞
を
好
む
「
崇
禎
本
」
の
改
作
者
と
で
は
、
ま
っ
た
く
別
の
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
四
、
「
崇
禎
本
」
各
回
冒
頭
詞
の
出
典
に
つ
い
て
前
節
で
、
「
崇
禎
本
」
に
お
け
る
各
回
冒
頭
の
詩
詞
に
お
い
て
は
、
「
万
暦
本
」
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
そ
の
回
の
内
容
に
即
し
た
詩
詞
に
な
っ
て
い
る
こ
・
a
a
s
と
と
、
詞
の
増
加
、
わ
け
て
も
婦
女
の
心
の
内
面
即
ち
閣
憎
を
詠
ん
だ
詞
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
見
た
。
「
万
暦
本
」
に
あ
っ
て
は
、
主
に
「
水
前
伝
」
か
ら
の
借
用
の
作
が
多
か
っ
た
の
で
、
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
回
の
内
容
に
そ
ぐ
わ
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
の
も
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
ら
ば
「
崇
禎
本
」
各
回
の
冒
頭
詩
詞
は
、
こ
の
改
作
者
自
身
の
作
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
案
に
相
達
し
て
、
詞
の
大
部
分
が
他
人
の
作
の
借
用
で
あ
る
こ
と
が
今
回
判
明
し
た
。
次
表
は
、
各
冒
頭
詞
の
詞
牌
名
の
出
典
、
そ
れ
に
作
者
名
を
し
る
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
回
(
孝
順
歌
)
芙
蓉
面
、
氷
雪
肌
、
-
-
-
「
呉
騒
集
」
巻
四
、
目
録
で
は
、
明
・
王
寵
作
、
本
文
で
は
、
明
・
梁
辰
魚
作
十
回
(
踏
渉
行
)
八
月
中
秋
、
涼
鮎
微
逗
、
(
8
)
-
「
草
堂
詩
余
新
集
」
巻
二
、
明
・
唐
寅
作
、
題
"
秋
閏
"
 
o
十
三
回
(
山
花
子
)
続
面
芙
蓉
一
笑
開
、
-
-
-
「
続
選
草
堂
詩
余
」
巻
上
、
北
宋
・
李
清
照
作
、
題
"
閏
情
"
 
0
十
八
回
(
柳
梢
青
)
有
個
人
人
、
海
業
標
駒
、
-
・
・
・
I
「
草
堂
詩
余
正
集
」
巻
1
、
北
宋
・
周
邦
彦
作
、
遊
"
佳
人
"
 
。
「
草
堂
詩
余
後
集
」
下
巻
な
ら
び
に
「
全
宋
詞
」
三
七
四
二
頁
で
は
、
宋
・
無
名
氏
作
。
二
十
回
(
帰
洞
仙
)
歩
花
径
、
聞
干
狭
。
-
-
-
「
南
宮
詞
紀
」
巻
1
な
ら
び
に
「
呉
騒
合
編
」
巻
三
で
は
、
明
・
梁
辰
魚
作
。
「
南
音
三
頼
」
散
曲
上
で
は
、
明
・
王
九
恩
作
、
題
″
女
郎
"
 
。
二
十
一
回
(
少
年
遊
)
井
刀
如
水
、
呉
塩
勝
雪
、
-
-
-
「
全
宋
詞
」
六
〇
六
頁
な
ら
び
に
「
草
堂
詩
余
正
集
」
巻
1
で
は
、
宋
・
周
邦
彦
作
、
題
″
冬
景
"
 
0
二
十
二
回
(
桂
枝
番
)
今
宵
何
夕
、
月
痕
初
照
。
-
「
呉
騒
合
編
」
巻
一
、
明
・
王
秤
登
作
、
題
″
歓
会
″
 
0
二
十
五
回
(
点
緯
唇
)
蹴
罷
鍬
纏
、
-
-
-
「
詞
的
」
巻
一
で
は
、
北
宋
・
周
邦
彦
作
。
「
詞
林
万
選
」
巻
四
で
は
北
宋
・
李
清
照
作
。
「
全
宋
詞
」
六
三
〇
頁
・
九
三
四
頁
な
ら
び
に
「
花
草
粋
編
」
巻
1
で
は
、
無
名
氏
作
。
二
十
七
回
(
好
女
児
)
錦
帳
鴛
鴬
、
繍
会
鷲
鳳
。
-
-
-
「
草
堂
詩
余
新
集
」
巻
三
、
明
・
楊
慎
作
、
題
"
佳
人
"
 
。
三
十
三
回
(
意
難
忘
)
衣
染
鷲
黄
。
愛
停
板
駐
拍
、
-
「
全
宋
詞
」
六
1
六
貢
、
北
宋
・
周
邦
彦
、
作
題
"
美
詠
"
 
。
三
十
四
回
(
川
鞄
樟
)
成
呉
越
、
乍
心
禁
他
巧
言
相
間
諜
。
-
-
-
「
南
宮
詞
紀
」
巻
一
で
は
、
明
・
鄭
若
庸
作
、
題
"
大
掲
帖
"
 
。
「
呉
騒
集
」
巻
三
で
は
、
明
・
王
程
豊
作
。
「
南
音
三
年
」
散
曲
下
で
は
、
明
・
崇
禎
本
「
金
瓶
梅
」
各
回
冒
頭
の
詩
詞
に
つ
い
て
高
明
作
。
「
南
九
宮
詞
」
「
呉
騒
合
編
」
巻
四
「
詞
林
摘
艶
」
巻
二
で
は
、
無
名
氏
作
。
三
十
七
回
(
薄
倖
)
淡
粧
多
態
、
更
的
的
頻
回
的
味
。
-
-
-
「
草
堂
余
正
集
」
巻
五
、
北
宋
・
賀
鋳
作
、
題
"
春
情
"
 
、
一
題
"
憶
故
人
"
 
。
「
全
宋
詞
」
五
1
三
頁
、
宋
・
賀
鋳
作
。
四
十
一
回
(
満
庭
芳
)
清
酒
佳
人
、
風
流
才
子
、
-
-
-
「
草
堂
詩
余
正
集
」
巻
三
、
宋
・
胡
浩
然
作
、
題
"
吉
席
"
 
。
「
全
宋
詞
」
三
五
三
七
頁
、
胡
浩
然
作
。
四
十
三
回
(
満
庭
芳
)
情
懐
増
恨
望
、
新
歓
易
失
、
-
-
-
「
全
宋
詞
」
四
五
八
頁
、
北
宋
・
秦
観
作
。
四
十
四
回
(
満
江
紅
)
昼
日
移
陰
、
撰
衣
起
、
-
-
-
「
草
堂
詩
余
正
集
」
巻
三
、
北
宋
・
周
邦
彦
作
、
題
"
春
閣
"
 
。
「
全
宋
詞
」
五
九
八
貢
、
周
邦
彦
作
。
四
十
五
回
(
玉
糊
蝶
)
俳
掴
。
相
期
酒
会
、
-
-
-
「
草
堂
詩
余
正
集
」
巻
四
、
北
宋
・
柳
永
作
、
題
″
春
遊
″
 
、
「
全
宋
詞
」
四
十
頁
、
柳
永
作
。
四
十
六
回
(
浪
淘
沙
)
小
市
東
門
欲
雪
天
、
-
-
1
「
花
問
集
」
巻
四
、
南
唐
・
張
泌
作
O
四
十
八
回
(
桂
枝
番
)
碧
桃
花
下
、
紫
箭
吹
罷
。
-
-
-
「
唾
箇
械
」
明
・
沈
仕
作
、
題
"
閏
怨
"
 
。
五
十
回
(
菊
花
新
)
欲
掩
番
障
論
組
織
、
-
-
十
一
:
」
木
ー
「
全
宋
詞
」
三
八
頁
、
北
宋
・
柳
永
作
。
五
十
四
回
(
浪
淘
沙
)
美
酒
斗
十
千
、
更
対
花
前
。
-
-
-
「
草
堂
詩
余
別
集
」
巻
二
、
呉
遵
巌
作
、
題
"
賞
芙
蓉
"
 
。
五
十
五
回
(
喜
連
鴬
)
師
表
方
看
過
、
魚
水
君
臣
。
-
-
-
「
全
宋
詞
」
二
二
〇
四
頁
、
南
宋
・
唐
与
之
作
、
題
"
丞
相
生
日
"
 
。
五
十
八
回
(
帝
台
春
)
愁
旋
釈
、
還
似
織
、
-
-
-
「
草
堂
詩
余
正
集
」
巻
四
、
北
宋
・
李
甲
作
、
題
"
春
恨
"
 
。
「
全
宋
詞
」
四
九
〇
頁
、
李
甲
作
。
六
十
回
(
臨
江
仙
)
倦
睡
慨
々
生
憎
起
、
-
-
-
「
草
堂
詩
余
新
集
」
巻
三
、
明
・
秦
公
庸
作
、
題
"
憶
旧
"
 
0
六
十
1
回
(
菩
薩
聾
)
蛮
声
泣
露
驚
秋
枕
、
1
「
草
堂
詩
余
正
集
」
巻
1
'
「
草
堂
詩
余
前
集
」
巻
下
、
北
宋
・
秦
観
作
、
題
"
秋
閏
"
 
、
一
題
"
閏
怨
"
 
、
「
全
宋
詞
」
四
五
九
頁
、
秦
観
作
。
六
十
六
回
(
ト
算
子
)
胸
中
千
種
愁
、
-
-
-
「
草
堂
詩
余
正
集
」
巻
二
北
宋
・
徐
傭
作
、
題
"
春
怨
"
 
。
六
十
七
回
(
蘇
幕
遮
)
朔
風
天
、
竣
境
地
。
-
「
草
堂
詩
余
正
集
」
巻
二
、
宋
・
花
希
文
作
、
題
″
懐
旧
"
 
。
六
十
八
回
(
翠
雲
吟
)
鍾
情
太
甚
、
到
老
也
無
休
歌
。
-
-
-
「
草
堂
詩
余
新
集
」
巻
四
、
明
・
林
鴻
作
、
題
"
留
別
"
 
。
七
十
一
回
(
蝶
恋
花
)
花
事
聞
珊
芳
草
歌
、
-
-
-
「
詩
余
選
」
巻
一
、
北
宋
・
蘇
拭
作
、
題
"
離
別
″
十
二
七
十
三
回
(
長
相
恩
)
喚
多
情
、
憶
多
情
、
-
-
1
「
草
堂
詩
余
新
集
」
巻
1
、
明
・
祝
允
明
作
、
題
"
多
情
"
 
0
七
十
七
回
(
望
江
南
)
梅
共
雪
、
歳
暮
闘
新
粧
。
-
-
1
「
草
堂
詩
余
新
集
」
巻
二
、
明
・
鳩
埼
作
、
題
"
梅
雪
双
棲
図
"
 
。
七
十
八
回
(
南
歌
子
)
鳳
暫
金
泥
帯
、
龍
紋
玉
掌
杭
。
-
「
草
堂
詩
余
別
集
」
巻
二
、
北
宋
・
欧
陽
修
作
、
題
"
美
人
"
 
。
「
全
宋
詞
」
1
四
〇
頁
、
欧
陽
修
作
。
七
十
九
回
(
青
玉
案
)
人
生
南
北
如
岐
路
、
-
-
-
「
草
堂
詩
余
正
集
」
巻
二
で
は
、
金
・
呉
激
作
、
題
″
驚
悟
"
 
。
「
草
堂
詩
余
後
集
」
巻
下
で
は
、
無
名
氏
作
、
題
"
驚
悟
″
 
。
「
全
宋
詞
」
三
七
四
二
～
三
七
四
三
頁
で
も
無
名
氏
作
と
す
る
。
八
十
二
回
(
西
江
月
)
間
道
双
瑚
鳳
帯
、
-
-
-
「
全
宋
詞
」
二
八
四
頁
、
北
宋
・
蘇
拭
作
。
八
十
九
回
(
翠
楼
吟
)
佳
人
命
薄
、
嘆
絶
代
紅
粉
、
-
-
1
「
草
堂
詩
余
新
集
」
巻
四
、
明
・
丘
清
作
、
題
〝
慰
下
第
"
 
0
九
十
六
回
(
人
月
円
)
人
生
千
古
傷
心
事
、
-
-
-
「
全
金
元
詞
」
四
頁
、
金
・
呉
激
作
。
九
十
七
回
(
鳳
街
杯
)
追
悔
当
初
草
深
願
。
-
-
-
「
草
堂
詩
余
続
集
」
巻
下
、
北
宋
・
柳
永
作
、
題
″
閏
怨
"
 
。
「
全
宋
詞
」
一
八
貢
、
柳
永
作
。
九
十
九
回
(
蘇
幕
遮
)
白
雲
山
、
紅
葉
樹
。
-
-
-
「
草
堂
詩
余
新
集
」
巻
三
、
明
・
劉
基
作
、
題
"
傷
往
"
 
。
以
上
「
崇
禎
本
」
各
回
冒
頭
詞
全
四
十
八
首
の
う
ち
、
作
者
が
判
明
し
た
の
は
、
実
に
三
十
七
首
に
も
及
び
、
今
回
わ
か
ら
な
か
っ
た
残
る
十
1
首
も
、
他
人
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
さ
て
、
こ
れ
ら
作
者
の
わ
か
っ
た
三
十
七
首
の
う
ち
、
明
大
の
作
が
十
四
首
も
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
今
、
こ
れ
ら
明
の
作
詞
家
を
時
代
順
に
な
ら
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
高
明
(
字
東
嘉
)
林
鴻
(
字
子
羽
)
劉
基
(
字
伯
温
)
丘
港
(
字
壊
山
)
生
没
年
不
明
、
元
未
明
初
の
人
。
生
没
年
不
明
、
明
初
の
人
。
(
1
三
一
一
-
1
三
七
五
)
(
1
四
1
八
-
1
四
九
五
)
視
允
明
(
字
希
哲
)
(
1
四
六
1
-
l
五
二
七
)
王
九
思
(
竿
漢
陵
)
(
一
四
六
八
～
一
五
五
一
)
唐
寅
(
字
伯
虎
)
(
1
四
七
〇
～
一
五
二
三
)
王
寵
(
字
雅
宜
)
(
一
四
九
四
～
一
五
三
三
)
楊
慎
(
字
用
修
)
(
1
四
八
八
-
1
五
五
九
)
(
=
蝣
-
)
沈
仕
(
字
音
門
)
約
一
五
〇
六
年
前
後
在
世
<
>
・
o
-
梁
辰
魚
(
字
伯
龍
)
(
1
五
7
九
～
7
五
九
1
)(2)
鄭
若
庸
(
字
虚
舟
)
約
一
五
三
五
年
前
後
在
世
王
程
登
(
字
百
穀
)
(
1
五
三
五
-
1
六
二
1
)
鳩
埼
(
字
用
紐
)
(
1
五
五
八
～
一
六
〇
三
)
'
蝣
-
)
秦
公
庸
字
・
里
・
生
没
年
均
不
詳
崇
槻
木
「
金
瓶
梅
」
各
回
冒
頭
の
詩
詞
に
つ
い
て
こ
の
う
ち
の
、
王
群
登
と
鳩
埼
は
、
正
に
万
暦
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
「
崇
禎
本
」
の
改
作
者
が
、
「
万
暦
本
」
に
筆
を
入
れ
て
、
こ
の
改
作
(
1
2
)
を
行
な
っ
た
の
は
、
万
暦
末
か
ら
天
啓
年
間
に
か
け
て
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
時
間
的
に
は
、
勿
論
こ
の
改
作
者
が
彼
等
の
詞
を
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
改
作
者
は
、
何
故
、
い
わ
ば
同
時
代
と
言
っ
て
も
い
い
王
稗
登
や
鳩
埼
の
詞
を
、
「
崇
禎
本
」
に
と
り
こ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
皆
目
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
が
、
少
な
く
と
も
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
改
作
者
は
、
詞
の
愛
好
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
言
う
な
ら
ば
、
王
秤
登
や
褐
埼
の
詞
に
日
頃
か
ら
親
し
ん
で
い
た
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
人
は
、
一
体
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
今
の
所
こ
の
人
物
の
真
姓
名
を
知
る
て
だ
て
が
な
い
の
で
あ
る
。
五
、
残
さ
れ
た
問
題
二
点
ば
か
り
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
未
だ
確
証
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
、
未
解
決
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
事
柄
を
以
下
に
書
い
て
、
諸
賢
の
御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
と
切
に
思
う
次
第
で
あ
る
。
そ
の
第
1
は
、
「
崇
禎
本
」
の
改
作
者
が
鳩
夢
龍
で
あ
る
可
能
性
で
あ
る
。
中
国
の
貴
需
氏
が
「
崇
禎
本
」
の
改
作
者
を
鳩
夢
龍
で
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近
、
台
湾
の
魂
子
雲
氏
も
や
は
り
、
鳩
夢
龍
が
「
崇
禎
本
」
の
改
作
と
出
版
に
関
与
し
て
(
2
)
い
た
の
で
は
な
い
か
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
鳩
夢
龍
は
、
沈
徳
符
の
「
万
暦
十
三
荒
木
猛
野
獲
編
」
に
よ
れ
ば
、
万
暦
四
十
1
年
頃
、
当
時
沈
徳
符
が
所
持
し
て
い
た
「
金
瓶
梅
」
の
抄
本
を
見
て
驚
喜
し
、
出
版
社
に
出
し
て
こ
れ
を
出
版
す
る
こ
と
を
す
す
め
た
こ
と
は
、
周
知
の
所
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
証
拠
は
な
い
が
、
「
金
瓶
梅
序
」
を
書
い
た
東
呉
弄
珠
客
と
は
、
鳩
夢
龍
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
か
く
考
え
て
く
る
な
ら
ば
、
橘
夢
龍
が
「
金
瓶
梅
」
に
関
与
し
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
遺
憾
な
こ
と
に
は
「
金
瓶
梅
」
の
改
作
と
橘
夢
龍
と
を
結
び
つ
け
る
明
瞭
な
る
証
拠
は
、
今
の
所
な
に
も
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
今
こ
こ
に
一
つ
の
か
す
か
な
る
手
懸
り
を
得
た
。
実
は
、
鳩
夢
龍
が
や
は
り
手
を
入
れ
た
戯
曲
「
女
丈
夫
」
伝
奇
の
第
1
折
冒
頭
に
、
「
人
生
南
北
如
岐
路
、
世
事
悠
々
等
風
繁
。
-
-
」
と
い
う
青
玉
案
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
詞
は
、
す
で
に
前
節
で
見
た
通
り
、
「
崇
禎
本
」
第
七
十
九
回
の
冒
頭
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
「
草
堂
詩
余
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詞
は
、
金
の
呉
激
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
金
瓶
梅
」
七
十
九
回
は
、
西
門
慶
が
死
ぬ
と
い
う
、
い
わ
ば
こ
の
小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
回
で
あ
る
。
「
万
暦
本
」
の
こ
の
回
の
冒
頭
に
は
、
「
仁
者
難
逢
恩
有
常
、
-
-
」
と
い
う
、
北
宋
郡
勇
夫
の
「
仁
者
吟
」
と
い
う
七
言
律
詩
(
「
伊
川
撃
壌
集
」
巻
六
に
収
む
)
を
の
せ
る
が
、
「
こ
の
世
の
す
べ
て
に
、
頼
れ
る
も
の
な
ぞ
な
い
」
と
い
う
主
旨
の
呉
激
の
こ
の
詞
の
方
が
、
こ
の
七
十
九
回
に
は
は
る
か
に
ふ
さ
わ
し
い
。
鳩
夢
龍
は
、
時
間
の
人
事
に
も
た
ら
す
影
響
と
い
う
も
の
(
2
)
に
こ
と
の
外
興
味
を
い
だ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
恐
ら
-
日
頃
か
十
四
ら
、
呉
激
の
こ
の
詞
が
好
き
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
で
1
方
で
は
「
金
瓶
梅
」
七
十
九
回
の
冒
頭
に
、
他
方
戯
曲
「
女
丈
夫
」
第
一
折
冒
頭
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
詞
を
用
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
「
女
丈
夫
」
の
方
は
、
張
鳳
翼
と
劉
晋
充
の
原
作
に
鳩
夢
龍
が
手
を
加
え
て
い
る
の
で
、
問
題
の
こ
の
詞
が
原
作
に
す
で
に
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
充
分
に
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
手
懸
り
も
烏
有
に
帰
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
が
、
1
応
こ
れ
に
記
し
て
、
緒
賢
の
参
考
に
供
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
二
は
、
「
崇
禎
本
」
の
改
作
者
が
、
適
当
な
冒
頭
詞
を
捜
す
の
に
主
に
(
」
)
使
っ
た
書
物
は
、
「
合
刻
類
編
築
釈
草
堂
詩
余
」
な
い
し
、
翁
少
麓
刊
「
草
堂
詩
余
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
節
で
見
た
通
り
、
「
崇
禎
本
」
各
回
の
冒
頭
詞
の
出
典
の
大
半
が
、
こ
れ
ら
の
書
か
ら
兄
い
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
合
刻
類
編
纂
釈
草
堂
詩
余
」
に
は
、
万
暦
甲
寅
(
四
十
二
)
年
の
序
が
あ
る
。
万
暦
四
十
二
年
と
言
え
ば
、
王
程
登
が
編
し
た
「
呉
騒
集
」
四
巻
が
出
版
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
年
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
、
こ
の
「
崇
禎
本
」
の
改
作
者
が
、
真
に
こ
の
「
草
堂
詩
余
」
を
利
用
し
て
改
作
を
行
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
行
為
は
、
万
暦
四
十
二
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
当
時
こ
の
「
草
堂
詩
余
」
に
類
す
る
別
の
書
物
(
今
は
伝
わ
ら
な
い
)
が
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
い
さ
さ
か
自
信
を
欠
-
の
で
、
1
応
こ
こ
に
記
し
て
お
き
、
他
日
、
明
確
な
る
証
拠
を
得
た
時
に
、
再
び
こ
れ
を
論
じ
た
い
と
思
う
。
注
(
-
)
「
金
瓶
梅
」
登
場
人
物
の
う
ち
、
「
万
暦
本
」
に
お
い
て
、
花
子
由
な
ら
び
に
呉
巡
検
と
し
て
登
場
す
る
人
物
の
名
前
が
「
崇
禎
本
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
花
子
孫
な
ら
び
に
呉
巡
筒
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
恩
宗
崇
禎
皇
帝
朱
由
枚
の
詩
を
避
け
た
為
か
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
は
崇
禎
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
(
2
)
「
万
暦
本
」
に
見
ら
れ
る
叙
述
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、
鳥
居
久
靖
「
「
金
瓶
梅
」
作
者
試
探
」
(
『
中
文
研
究
』
第
四
号
、
1
九
六
四
年
)
や
、
阿
部
泰
記
「
r
金
瓶
梅
詞
話
j
の
叙
述
の
混
乱
に
つ
い
て
」
(
小
樽
商
科
大
学
「
人
文
研
究
」
第
五
十
八
時
、
一
九
七
九
年
)
に
お
い
て
、
具
体
的
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
(
3
)
「
万
暦
本
」
に
山
東
方
言
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
「
崇
禎
本
」
で
は
こ
れ
が
改
め
ら
れ
て
い
る
と
、
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、
鄭
振
鐸
(
「
談
r
金
瓶
梅
詞
話
ヒ
1
九
三
三
年
)
で
あ
り
、
つ
づ
い
て
、
呉
暗
(
「
F
金
瓶
梅
j
的
著
作
時
代
及
其
社
会
背
景
」
1
九
三
四
年
)
、
魯
迅
(
「
中
国
小
説
史
略
」
日
本
語
訳
序
、
一
九
三
五
年
)
、
通
景
深
(
「
談
F
金
瓶
梅
詞
話
ヒ
一
九
五
七
年
)
、
李
西
成
(
「
金
瓶
梅
』
的
社
会
意
義
及
其
芸
術
成
就
、
一
九
五
七
年
)
、
張
鴻
助
)
「
試
談
r
金
瓶
梅
』
的
作
者
・
時
代
・
取
材
」
、
一
九
五
八
年
)
ら
も
、
同
様
の
指
摘
を
行
い
、
遂
に
、
中
国
科
学
院
文
学
研
究
所
編
の
「
中
国
文
学
史
」
(
一
九
六
三
年
)
で
も
、
「
作
者
は
、
山
東
方
言
の
運
用
に
熟
練
し
て
い
た
」
と
書
-
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
具
体
的
に
「
万
暦
本
」
の
う
ち
の
ど
の
言
葉
が
山
東
方
言
な
の
か
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
絶
え
て
な
か
っ
た
。
最
近
に
な
っ
て
、
張
遠
芥
が
、
「
金
瓶
梅
」
の
作
者
は
山
東
嘩
県
の
人
で
霞
三
近
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
そ
の
証
拠
と
し
て
、
「
万
暦
本
」
よ
り
八
百
条
に
わ
た
る
峰
県
方
言
を
抽
出
し
、
こ
れ
を
発
表
し
た
。
(
「
金
瓶
梅
新
証
」
、
l
九
八
三
年
)
こ
れ
に
対
し
、
李
時
人
が
、
峰
県
方
言
を
他
と
明
経
に
は
区
別
で
き
な
い
と
し
て
、
峰
県
方
言
と
い
う
概
念
自
体
科
学
的
で
な
い
と
し
た
。
(
「
賞
三
近
作
『
金
瓶
梅
」
説
不
能
成
立
」
一
九
三
八
年
)
、
こ
れ
よ
り
先
へ
朱
足
は
、
一
口
に
山
東
方
言
と
言
っ
て
も
、
肢
東
、
沌
博
、
済
南
で
は
、
明
確
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
山
東
方
言
と
い
う
言
い
方
も
極
め
て
あ
い
ま
い
な
言
い
方
で
あ
る
と
し
た
。
(
「
『
金
瓶
梅
』
的
作
者
究
責
是
誰
」
一
九
七
九
年
)
、
こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
、
「
万
暦
本
」
の
中
に
北
方
方
言
に
混
じ
っ
て
、
呉
語
が
あ
る
と
崇
禎
本
「
金
瓶
梅
」
各
回
冒
頭
の
詩
詞
に
つ
い
て
指
摘
し
た
の
は
、
戴
不
凡
が
始
め
だ
っ
た
。
(
(
「
『
金
瓶
梅
』
零
札
六
題
」
一
九
八
〇
年
)
、
同
様
に
、
「
万
暦
本
」
中
に
呉
語
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、
か
つ
こ
の
作
者
は
む
し
ろ
呉
語
に
慣
れ
た
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
し
た
の
だ
が
、
黄
幕
で
あ
っ
た
.
(
「
r
忠
義
水
溶
伝
』
与
F
金
瓶
梅
詞
話
し
一
九
八
二
年
、
「
r
金
瓶
梅
j
作
者
屠
隆
考
続
」
一
九
八
四
年
)
こ
の
よ
う
に
、
八
十
年
代
に
至
り
「
金
瓶
梅
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
方
言
に
関
し
て
様
々
な
意
見
が
提
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
、
次
の
言
語
学
者
に
よ
る
研
究
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
一
は
、
や
や
古
い
が
藤
堂
明
保
の
「
明
代
言
語
の
1
側
面
-
言
語
か
ら
み
た
小
説
の
成
立
時
代
」
(
1
九
六
四
年
、
日
本
中
国
学
会
報
十
六
集
所
収
)
で
、
「
万
暦
本
」
に
見
え
る
詩
の
押
韻
に
・
i
n
と
-
i
n
g
の
混
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
金
瓶
梅
」
の
作
者
を
、
嘉
靖
年
間
に
活
躍
し
た
山
東
商
都
の
人
で
は
な
い
か
と
す
る
。
そ
の
二
は
、
張
恵
英
の
「
F
金
瓶
梅
』
用
的
是
山
東
請
咽
」
(
一
九
八
五
年
)
で
あ
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
「
金
瓶
梅
」
に
は
、
碓
か
に
北
方
方
言
が
多
-
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
う
ち
の
ど
れ
が
、
山
東
方
言
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
更
に
作
中
呉
方
言
も
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
金
瓶
梅
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
言
語
は
、
北
方
語
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
外
に
他
の
方
言
、
特
に
呉
方
言
、
を
ま
じ
え
た
、
い
わ
ば
南
北
混
用
の
言
語
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
三
は
、
朱
徳
輿
の
「
漢
語
方
言
里
的
両
種
反
復
間
句
」
(
1
九
八
五
午
)
で
、
語
法
の
観
点
か
ら
「
万
暦
本
」
の
文
章
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
ま
)
)
ず
中
国
語
の
疑
問
句
法
に
、
凡
そ
1
北
方
方
言
で
用
い
ら
れ
る
「
V
P
不
V
P
」
型
と
、
二
江
准
(
1
_
ヽ
方
言
で
用
い
ら
れ
る
「
可
V
P
」
型
の
両
種
が
あ
る
が
、
同
1
方
言
中
に
こ
の
二
つ
の
型
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
、
こ
の
観
点
か
ら
「
金
瓶
梅
」
を
見
て
み
る
と
'
全
篇
の
大
部
分
が
「
V
P
不
V
P
」
型
の
句
型
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
五
十
三
回
か
ら
五
十
六
回
ま
で
の
四
回
の
み
、
「
可
V
P
」
型
の
句
型
が
集
中
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
回
だ
け
は
、
南
方
の
人
が
補
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
(
4
)
梅
節
氏
が
「
全
校
本
r
金
瓶
梅
詞
話
ヒ
(
l
九
八
七
年
、
香
港
屋
海
文
化
出
版
公
司
刊
)
の
前
言
で
'
十
巻
本
(
即
ち
「
万
暦
本
」
)
は
、
二
十
巻
本
(
即
ち
「
崇
禎
本
」
)
の
あ
と
に
出
版
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
黄
霜
氏
は
反
論
し
、
「
崇
禎
本
」
の
巻
六
や
巻
九
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
「
新
刻
繍
像
批
点
金
瓶
梅
詞
話
巻
之
-
-
」
と
「
万
暦
本
」
の
要
素
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
「
万
暦
本
」
で
誤
刻
し
た
字
を
「
崇
禎
本
」
で
も
踏
襲
し
て
い
る
十
五
荒
木
猛
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
崇
禎
本
」
は
、
「
万
暦
本
」
に
基
づ
い
て
改
作
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
と
さ
れ
る
O
(
黄
霜
「
関
干
F
金
瓶
梅
』
崇
禎
本
的
若
干
問
題
」
(
「
金
瓶
梅
研
究
」
第
一
時
所
収
、
一
九
九
〇
年
江
蘇
古
籍
出
版
社
刊
)
(
5
)
「
万
暦
本
」
九
十
七
回
の
冒
頭
詩
も
、
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
詩
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
書
-
と
、
在
世
為
人
保
七
句
世
事
到
頭
終
有
尽
貧
窮
富
貴
天
之
命
不
如
且
放
開
懐
楽
次
の
通
り
で
あ
る
。
何
労
日
夜
弄
精
神
浮
華
過
眼
恐
非
真
得
失
栄
枯
隙
裡
塵
莫
待
無
常
鬼
使
侵
(
6
)
平
凡
社
版
中
国
古
典
文
学
大
系
「
金
瓶
梅
」
の
小
野
忍
・
千
田
九
l
訳
に
よ
る
。
以
下
「
万
暦
本
」
の
詩
詞
の
訳
文
は
、
す
べ
て
同
書
訳
に
よ
る
。
(
7
)
孟
昭
連
「
金
瓶
梅
詩
詞
解
析
」
(
書
林
文
史
出
版
社
、
1
九
九
l
)
(
8
)
翁
少
放
刊
本
「
草
堂
詩
余
」
二
快
二
十
冊
(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)
に
よ
っ
た
。
同
書
は
、
正
集
六
巻
七
冊
へ
続
集
二
巻
二
冊
、
別
集
四
巻
六
冊
、
新
集
五
巻
五
冊
よ
り
な
る
。
新
集
に
は
専
ら
明
大
の
作
を
収
め
て
い
る
。
以
下
す
べ
て
「
草
堂
詩
余
」
は
、
こ
の
本
に
よ
っ
た
。
(
9
)
謂
正
望
「
中
国
文
学
家
大
辞
典
」
に
よ
る
。
(
2
)
詔
氏
前
掲
書
に
よ
る
。
C
U
)
秦
曙
薙
(
字
復
竃
)
の
詞
が
若
干
、
「
太
霞
新
奏
」
や
「
呉
騒
合
編
」
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
時
宛
の
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
明
確
な
る
証
拠
に
欠
く
O
尚
泰
時
宛
は
、
鐸
氏
前
掲
書
に
よ
れ
ば
約
一
五
七
三
年
前
後
在
世
と
見
え
る
o
(
2
)
謝
肇
制
の
「
金
瓶
梅
政
文
」
(
「
中
華
斎
文
集
」
巻
二
十
四
)
に
言
う
。
「
金
瓶
梅
の
一
書
は
、
°
°
°
作
者
名
代
を
著
わ
さ
ず
o
中
略
、
書
は
凡
そ
数
百
万
言
に
し
て
二
十
巻
な
る
も
、
始
末
は
数
年
さ
き
の
事
に
す
ぎ
ざ
る
の
み
。
中
略
、
此
の
書
向
に
鋒
版
無
し
云
々
」
つ
ま
り
、
謝
肇
刺
が
見
た
「
金
瓶
梅
」
は
、
二
十
巻
と
あ
る
か
ら
、
抄
本
段
階
の
「
崇
禎
本
」
で
あ
る
。
「
中
華
斎
文
集
」
は
、
天
啓
年
間
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
遅
く
と
も
、
天
啓
年
間
ま
で
に
は
、
「
金
瓶
梅
」
の
改
作
が
終
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
(
2
)
銚
子
雲
「
金
瓶
梅
的
幽
隠
探
照
」
(
台
湾
学
生
書
局
、
l
九
八
八
年
)
″
凋
夢
龍
与
《
金
瓶
十
六
梅
》
"
の
章
。
ま
た
同
じ
-
台
湾
の
朱
伝
肇
氏
も
同
様
の
主
張
を
さ
れ
て
い
る
。
朱
伝
馨
「
明
清
伝
播
媒
介
研
究
-
以
F
金
瓶
梅
』
為
例
」
(
「
金
瓶
梅
研
究
」
第
一
輯
所
収
、
一
九
九
〇
年
江
蘇
古
籍
出
版
刊
)
(
2
)
拙
稿
「
短
篇
白
話
小
説
の
展
開
-
『
三
言
』
に
見
ら
れ
る
人
生
観
を
中
心
と
し
て
-
」
(
「
集
刊
東
洋
学
」
第
三
十
七
号
所
収
、
一
五
七
七
年
)
で
こ
の
点
に
論
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
(
ほ
)
同
書
は
、
翁
少
麓
本
「
草
堂
詩
余
」
(
注
㈱
参
照
、
以
下
こ
れ
を
翁
本
と
略
称
す
る
)
と
比
べ
る
と
、
選
ん
で
あ
る
詞
の
大
部
分
が
同
じ
だ
が
、
若
干
相
互
に
出
入
り
が
あ
り
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な
い
。
ま
ず
「
草
堂
詩
余
」
六
巻
は
、
翁
本
の
「
正
集
」
に
相
当
、
「
続
選
草
堂
詩
余
」
二
巻
は
、
翁
本
の
「
続
集
」
に
相
当
、
「
国
朝
詩
余
」
五
巻
は
、
翁
本
の
「
新
集
」
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
。
但
し
、
翁
本
の
「
別
集
」
に
相
当
す
る
部
分
が
な
い
。
(
附
記
)
本
稿
は
、
l
九
九
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
補
助
金
に
よ
る
研
究
「
時
事
的
素
材
よ
り
見
た
『
金
瓶
梅
詩
話
』
に
お
け
る
創
作
手
法
と
創
作
意
図
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
(
一
九
九
二
年
四
月
八
日
受
理
)
